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る
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
上
）を

読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

友
だ
ち
追
加
画
面
に
推
移

し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友
だ

ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合
で

は「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）」

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
を
通
じ
て
み
な
さ

ん
に
行
事
の
ご
案
内
な
ど

組
合
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

春
の
拡
大
月
間
に
引
き
続
き
、九
月
一
日
か
ら
は
秋
の
拡

大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災

保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
を
、ぜ
ひ
支

部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
民
党
の
総
裁

選
挙
の
テ
レ
ビ
報

道
が
騒
が
し
い
。

「
猫
だ
ま
し
」感
満

載
の
岸
田
首
相
の「
立
候
補
し

な
い
」発
言
で
混
沌
と
し
た
状

況
だ
。候
補
者
の
乱
立
状
況
ば

か
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
今
自
民
党
政
治
に
突

き
付
け
ら
れ
て
い
る
課
題
は｢

政
治
と
カ
ネ
」。い
っ
こ
う
に
ス

キ
ッ
と
し
な
い
。な
く
な
っ
た

は
ず
の
派
閥
の
力
関
係
が
当

然
の
よ
う
に
い
わ
れ
、違
和
感

は
増
大
▼　

も
と
も
と
、岸
田

氏
が
打
ち
上
げ
た
派
閥
の
解

散
、そ
れ
自
身
、裏
金
問
題
の
本

質
を
ず
ら
す
た
め
だ
っ
た
。多

く
の
人
は
派
閥
が
悪
い
か
の
よ

う
な
感
覚
に
陥
る
。派
閥
は
金

集
め
の
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
の

だ
が
…
▼
こ
れ
ま
で
も
自
民
党

は
何
度
も
派
閥
解
消
を
宣
言
し

て
い
る
。１
９
９
０
年
代
、野
党

転
落
で
人
気
回
復
を
狙
っ
た
窮

余
の
策
と
し
て
派
閥
解
消
を

…
。さ
ら
に
遡
れ
ば
80
年
代
、リ

ク
ル
ー
ト
事
件
の
対
応
と
し
て

派
閥
解
消
が
叫
ば
れ
た
。し
か

し
、派
閥
は
脈
々
と
引
き
継
が

れ
、こ
こ
半
世
紀
、離
合
集
散
し

つ
つ
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、現

在
の
６
派
閥
に
続
く
▼
こ
う
見

る
と
派
閥
解
消
は
問
題
の
本
質

を
覆
い
隠
す
た
め
の
自
民
党
の

常
套
手
段
か
▼
裏
金
は
な
い
か

ら
麻
生
派
は
存
続
、と
言
っ
て

き
た
が
、裏
金
の
存
在
が
判
明

し
た
。裏
金
で
は
っ
き
り
し
て

い
る
こ
と
は
、堂
々
と
人
に
は

言
え
な
い
お
金
を
も
ら
い
、貯

め
こ
み
、そ
の
使
い
道
さ
え
言

え
ず
、コ
ソ
コ
ソ
と
使
っ
て
い

る
、そ
ん
な
自
民
党
議
員
た
ち

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

や
は
り
一
票
一
揆
で
成
敗
す
る

し
か
な
い
。

【
松
原
支
部
発
】

　

九
月
十
五
日（
日
）午
前
九

時
三
十
分
か
ら
、役
員
一
人
、

【
大
東
支
部
発
】

　

九
月
十
四
日（
日
）午
後
三

時
よ
り
コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
東

大
阪
菱
江
店
に
て
宣
伝
活
動

を
実
施
。

　

開
始
こ
そ
訪
問
数
は
少
な

か
っ
た
が
、午
後
四
時
頃
か

ら
少
し
増
え
て
き
て
い
た
。

　

チ
ラ
シ
を
渡
し
た
と
こ

ろ
、「
自
分
は
建
設
業
に
携

わ
っ
て
い
な
い
が
、友
達
に

紹
介
す
る
」「
健
康
保
険
の

見
直
し
や
労
災
に
興
味
が
あ

る
」等
の
会
話
も
引
き
出
す

こ
と
が
出
来
た
。

　

一
方
で
午
後
五
時
頃
に
は

訪
問
数
が
減
っ
て
き
て
い
た

の
で
、夕
方
頃
か
ら
夜
に
か

け
て
増
え
る
の
か
、曜
日
の

問
題
な
の
か
、今
後
の
検
討

課
題
だ
。

　

建
設
業
に

携
わ
っ
て
い

な
い
人
で
も

知
り
合
い
の

建
設
職
人
に

チ
ラ
シ
が
行

き
届
く
か
も

し
れ
な
い
。

そ
れ
を
見
て

加
入
に
繋
が

る
可
能
性
は
あ
る
。一
つ
一

つ
の
拡
大
行
動
で
の
取
り
組

み
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。

本
部
書
記
二
人
の
参
加
で
松

原
市
内
の
組
合
員
宅
訪
問
を

実
行
。

　

午
後
か

ら
は
、
役

員
二
人
の

合
流
で
合

計
五
人
に

て
二
班
に

分
か
れ
組

合
員
宅
訪

問
を
引
き

続
き
行
っ

た
。

訪
問
数
二

十
三
件
に

対
し
て
、十
二
人
の
組
合
員

と
会
う
こ
と
が
出
来
た
。

　

困
り
ご
と
相
談
や
組
合
メ

リ
ッ
ト
等
を
伝
え
世
話
焼
き

活
動
に
励
み
、午
後
三
時
ま

で
取
り
組
ん
だ
。

　

訪
問
時
に「
拡
大
月
間
で

す
よ
ね
。頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
は
、暑

い
日
中
に
お
い
て
頑
張
る
原

動
力
に
な
っ
た
。

ど
の
訪
問
先
で
も
組
合
員
さ

ん
が
笑
顔
だ
っ
た
の
は
印
象

的
だ
。日
頃
か
ら
拡
大
行
動

に
取
り
組
み
世
話
焼
き
活
動

を
継
続
す
る
こ
と
で
良
好
な

関
係
を
築
け
て
い
る
。

　

組
合
員
さ
ん
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
を
引
き
出
し
、

世
話
焼
き
活
動
を
通
じ
て
脱

退
防
止
に
努
め
る
た
め
に
も

日
々
の
積
み
重
ね
が
大
切
だ
。 【

住
技
対
策
部
発
】

　

解
体
・
改
修
工
事
に
お
い

て
、元
請
が
Ｇ
ビ
ズ
の
登
録

を
行
い
、工
事
開
始
前
に
有

資
格
者
に
よ
る
事
前
調
査
と

元
請
が
Ｇ
ビ
ズ
を
使
用
し
事

前
調
査
結
果
の
届
出
及
び
保

存
を
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
Ｇ
ビ
ズ
と
は

　

法
人
・
個
人
事
業
主
向
け

共
通
認
証
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、一
つ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で

複
数
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
認
証
シ
ス
テ

ム
。

※
有
資
格
者
に
よ
る
事
前
調

査

　

建
築
物
の
工
事「
新
築
以

外
」を
行
う
前
に
、有
資
格
者

（
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
）に

行
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
事
前
調
査
結
果
の
届
出

　
「
対
象
」

　

①
延
床
面
積
八
十
㎡
以
上

の
建
築
物
解
体
工
事

　

②
請
負
金
額
が
百
万
円
以

上
の
建
築
物
の
改
修
工
事

※
事
前
調
査
結
果
の
保
存

　

事
前
調
査
の
記
録
等
を
作

成
し
、記
録
の
写
し
を
除
去

等
の
作
業
中
に
現
場
に
備
え

つ
け
る
と
と
も
に
、作
業
終

了
後
も
三
年
間
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
友
達
に

　
　
　

紹
介
し
て
み
ま
す
」

　
　
　
　
　
大
東
支
部
拡
大
行
動

　

み
ん
な
の
笑
顔
が

　
　
　
　
　
　
　

印
象
的

　
　
　
　
　
組
合
員
宅
訪
問
実
施

知
っ
て
い
ま
す
か
法
改
正

組合員宅訪問の様子

チラシ配りの様子
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月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が
組合費滞納
にご注意を

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
お
得
な
制
度

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
堺
支
部　

松
本
千
恵
子
】

　

九
月
七
日（
土
）堺
支
部
主

婦
の
会
の
社
会
見
学
が
十
六

人
の
参
加
で
支
部
に
て
開
催

さ
れ
た
。

　

講
演
は
、堺
市
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
作
業
療
法
士

で
あ
る
戸
松
好
恵
主
幹
を
迎

え
て「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
う
コ
ツ
」を
学
ん
だ
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
に
毎
日
ス
ト

レ
ス
が
あ
り
、そ
れ
と
ど
う

向
き
合
う
か
で
価
値
観
が
変

わ
る
。

　

十
人
い
れ
ば
十
人
が
違
っ

た「
出
来
事
」を
認
知
し
て
、

感
情
、行
動
、身
体
反
応
が
違

【
住
吉
支
部　

　

植
田
正
治
】

　

九
月
八
日

（
日
）午
後
二
時

よ
り
二
十
七
人

で
健
康
教
室
＆

Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
住
吉

公
園
に
て
開

催
。

　

健
康
教
室
で

は
、日
々
仕
事

ば
か
り
で
体
を

ほ
ぐ
す
こ
と
を

し
て
い
な
い
の

う
の
で
、「
出
来
事
」が
入
っ

て
き
た
所
で
マ
イ
ナ
ス
の
感

情
を
プ
ラ
ス
に
考
え
る
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
を
変
え
る
こ

と
に
繋
が
る
。

　

一
時
間
半
の
短
い
講
演

だ
っ
た
が
、参
加
者
は
う
な

ず
く
こ
と
だ
ら
け
だ
。

　

今
回
の
講
演
で「
ス
ト
レ

ス
と
上
手
に
付
き
合
う
」こ

と
の
大
切
さ
を
学
べ
た
。

で
辛
い
。し
か
し
、健
康
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
も
運
動
は

大
切
だ
。

　

そ
の
後
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
は
、

運
営
側
だ
け
で
な
く
参
加
者

も
思
い
思
い
に
肉
や
魚
介
を

焼
き
な
が
ら
交
流
。

　

最
後
に
拡
大
目
標
達
成
に

向
け
て
の
訴
え
を
行
っ
た
。

来
年
は
も
っ
と
多
く
の
組
合

員
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
企
画
し
て
い
き

た
い
。

【
住
吉
支
部　

中
野
照
司
】

　

ロ
シ
ア
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、イ

ス
ラ
エ
ル
、パ
レ
ス
チ
ナ
紛

争
。毎
日
人
が
人
を
殺
す
場

面
、特
に
子
ど
も
が
傷
つ
き

殺
さ
れ
る
。見
る
た
び
に
心

が
痛
む
。

　

私
自
身
、仏
様
や
神
様
に

祈
り
を
捧
げ
、ユ
ニ
セ
フ
や

国
境
な
き
医
師
団
に
寄
附
す

る
か「
建
設
労
働
」に
投
稿
す

る
し
か
な
い
。し
か
し
、一
人

ひ
と
り
の
声
や
ペ
ン
の
力
は

弱
い
が
大
建
労
一
万
二
千
人

強
い
て
は
全
建
総
連
六
十
万

人
の
声
が
上
が
れ
ば
、大
き

な
力
と
な
る
の
で
は
と
信
じ

て
い
る
。

　

一
人
の
ペ
ン
の
力
を
信
じ

て
私
は
こ
れ
か
ら
も
声
を
上

げ
続
け
る
。

【
青
年
部
発
】

　

毎
年
恒
例
の
ち
び
っ
子

お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
。今

年
の
テ
ー
マ
は「
た
か
ら
も

の
」。

　

青
年
部
会
で
選
考
し
、各

賞
ご
と
に
賞
品
を
贈
呈
し
ま

す
。お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
が

い
る
組
合
員
さ
ん
は
奮
っ
て

ご
応
募
下
さ
い
。

●
テ
ー
マ　

た
か
ら
も
の

●
参
加
対
象　

組
合
員
の

お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん（
小
学

生
以
下
）

●
用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ａ
４
サ

イ
ズ
ま
で

●
表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、

優
秀
賞
五
点
、青
年
部
長
賞

一
点
。

●
賞
品（
ク
オ
カ
ー
ド
）

　

最
優
秀
賞（
五
千
円
）、優

秀
賞（
三
千
円
）、青
年
部
長

賞（
四
千
円
）、参
加
賞（
五
百

円
）を
贈
呈
。

●
応
募
開
始　

七
月
十
六
日

（
火
）

●
応
募
締
切　

十
月
十
八
日

（
金
）本
部
必
着

※
作
品
の
裏
側
に「
学
年
」、

「
年
齢
」、「
支
部
」、「
組
合

員
と
お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん

の
氏
名
」を
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
一
人
一
作
品
に
限
ら
れ
ま

す
。

※
応
募
作
品
の
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

●
宛
先　

〒
五
五
六
ー

〇
〇
一
五　

大
阪
市
浪
速
区

敷
津
西
二
ー
七
ー
十
七

大
阪
建
設
労
働
組
合

青
年
部

【
住
技
対
策
部
発
】

日
時

　

十
一
月
二
十
三
日（
土
）

　

※
バ
ス
で
の
移
動

集
合
場
所　

な
ん
ば

集
合
時
間　

八
時
四
十
五
分

出
発　

九
時　

解
散　

十
七
時
予
定

目
的
地　

奈
良
今
井
町
及
び

談
山
神
社
、橿
原
神
宮

参
加
資
格

　

組
合
員
と
そ
の
配
偶
者　

参
加
費

　

三
千
円（
昼
食
込
み
）

申
込　

申
込
書
を
記
入
の
う

え
、所
属
支
部
を
通
じ
申
込

定
員　

二
五
名（
先
着
順
）

申
込
期
間　

　

十
月
三
〇
日（
水
） 

ま
で

【
住
技
対
策
部
発
】

日
時　

十
二
月
八
日（
日
）

　
　
　

八
時
半
～
十
八
時
迄

会
場　

大
建
労
本
部

受
講
料

　
　
　

組
合
員
八
千
円

　
　
　

組
合
外
一
万
円

申
込　

申
込
書
を
記
入
し
、

写
真
一
枚
を
添
え
て
、本
部

に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

定
員　

三
十
六
名（
先
着
順
）

申
込
期
間

　

十
一
月
二
十
二
日（
金
）ま

で※
十
一
月
二
十
二
日（
金
）時

点
で
十
九
名
以
下
の
場
合
は

中
止
。

講
習
時
間　

八
時
間

【
住
技
対
策
部
発
】

日
時　

十
一
月
八
日（
金
）　

　
　
　

十
九
時
～

会
場　

大
建
労
本
部

内
容　

鉋
の
手
入
れ
、使
用

　
　
　

方
法

参
加
費　

無
料

定
員　

三
十
六
名（
先
着
順
）

持
物　

鉋（
持
っ
て
い
る
方
）

申
込
期
間　

　

 

十
一
月
一
日（
金
）ま
で

※
職
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
吉
支
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

健
康
教
室
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ

　
「
建
設
労
働
」は

　
　
　

何
が
出
来
る
の
か

ス
ト
レ
ス
社
会
に

　
　
　

立
ち
向
か
え

主婦の会
社会見学

匠
塾（
説
明
会
）の
お
知
ら
せ

・
９
月
16
日
号
か
ら
の

　
　
　
再
掲
載
記
事

　
低
圧
電
気
取
扱
者

　
特
別
教
育
の
お
知
ら
せ

住
技
対
策
部
　
交
流
見
学
会

（
奈
良
・
今
井
町
）の
お
知
ら
せ

　

２
０
２
４
・
10
・
１

Ｑ　

夫
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

約
１
０
０
０
万
円
の
債
務
が

あ
り
、め
ぼ
し
い
財
産
は
何

も
な
い
た
め
、私
と
子
ど
も

は
相
続
放
棄
を
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、夫
は
生
前
に

生
命
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、

被
保
険
者
は
夫
、死
亡
保
険

金
５
０
０
万
円
の
受
取
人
は

私
と
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

相
続
放
棄
は
財
産
も
借
金

も
す
べ
て
放
棄
す
る
こ
と
だ

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、相
続
放
棄
し
て
し
ま
え

ば
、私
は
生
命
保
険
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

設
問
の
場
合
、あ
な
た

は
、生
命
保
険
契
約
の
効
果

と
し
て
保
険
金
請
求
権
を
取

得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

保
険
金
請
求
権
は
あ
な
た
固

有
の
権
利
で
あ
り
、相
続
の

対
象
と
な
る
遺
産
の
範
囲
か

ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、相
続
放
棄
を

し
つ
つ
、生
命
保
険
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、債
務
も
相
続
の
対

象
と
な
る
た
め
、あ
な
た
と

子
ど
も（
第
一
順
位
の
相
続

人
）が
相
続
放
棄
し
た
場
合
、

第
二
順
位
の
相
続
人（
通
常

は
夫
の
両
親
）が
相
続
し
、第

二
順
位
の
相
続
人
が
既
に
亡

く
な
っ
て
い
る
場
合
、あ
る

い
は
相
続
放
棄
し
た
場
合
に

は
、第
三
順
位
の
相
続
人（
夫

の
兄
弟
姉
妹
。場
合
に
よ
り

甥
姪
。）が
相
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、そ

の
人
た
ち
も
相
続
放
棄
を
す

る
必
要
が
生
じ
て
く
る
こ
と

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
き
づ
が
わ
共
同
法

律
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
続
放
棄
と
生
命
保
険

参加者のみなさん

ストレスと上手に付き合うコツとは？


